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新しい学びの場、

環境への旅立ち

　3月12日、 市内４中学校で卒業

式が行われ、 慣れ親しんだ学び舎や

先生方、 ともに学び遊んだ友人、 後

輩たちと別れを惜しむ姿が多く見受け

られました。 市から総勢 404人の生徒

が義務教育を終え、 新しい未来へ一

歩を踏み出しました。
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2013年は「常陸国風土記」編纂
1300年を記念する年にあたり、
茨城県では、記念事業が数多く
開催されました。当市でも、特
別展やツアー、講演会が開催さ
れ、多くの方が訪れました。「常
陸国風土記」には、古代常陸国
（今の茨城県）は、海や山の幸が
豊富で気候も穏やかで景観も
よく、常世の国とよばれていた
と記述されています。風土記ツ
アーでは、「常陸国風土記」の史
跡めぐりを開催し、当時の人々
の暮らしや信仰の様子を知るこ
とができました。茨城県や当市
には、魅力ある文化資源が多
くあります。市民学芸員として、
発信力と提案力を高め、当市の
魅力を多くの方に紹介していき
たいと思います。［深井征一郎］。
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「こころ」は見えないけれど
「こころづかい」は誰にでもみえる
「思い」は見えないけれど
「思いやり」は誰にでもみえる

これは、平成17年３月11日に亡
くなられた詩人・宮沢章二さん（享
年85歳）の詩の一部で、震災
後、テレビコマーシャルで幾度と
なく流れたフレーズです。2011
年3月11日、午後2時46分、
あの日から3年が過ぎました。「天
災は忘れた頃にやってくる」。あ
の日起きた数々の悲劇を繰り返さ
ないためにも、決してあの日を忘
れてはいけません。これからも震
災の意識を風化させず、私たち
一人ひとりが考え、行動していく
ことが大切ではないでしょうか。


